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　　　美しい音色で
　　　　　　　　　　　初の県代表

　　　　　　　　　　　　　　　　12月14日　川西中学校吹奏楽部

　　　　　12月1旧・県のアンザンブル（小人数の合奏）コンテストで・　　圃休日救急医
川西中がみごと金賞を獲得。1月22日関東大会に出場することに
なりました。

　演奏曲の「ピザ・パーティー」は、みんなが大好きな曲で、出

場するならこの曲を、と生徒自身が選んだそうです。

　指導の矢沢奈穂美先生は、「県の代表として、演奏する人も聴

く人も楽しくなるようなステージにしたい」と話していました。

　＜出場メンバー＞　写真前列左から　（敬称略）

戸田美和子（2年￥トランペット）．小海利枝子（同）、高橋奈歩

（2年、，ホルン）￥仲貴美子（同）、羽鳥徳子（3年、卜ロンボーン）

若山浩子（3年、ユーホニューム）、清水和幸（2年、チューバ）

1月15日庭野医院（寿町）麿52－2711

16日大坪医院（四日町）智57－6100

　22日中条病院（中条）行57－3018

　29日池田医院（本町西）費52－2581

2月5日山口医院（袋町中）a52－2174

”日山口医院（下条）855－2003
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会義昌雷
口

告報

　
辮
叢
駕
轡
競
圏
懸
穣
簸
瀧
國
圏
ま
悪
、
第
莚
圓
購
議
会
定
例

会
が
圏
懸
凝
諜
繊
楚
。

　
第
｝
臼
翻
⑱
講
概
團
獄
．
難
滅
の
議
員
か
態
一
毅
雛
閾
が
お

製
ま
墜
難
。
豊
霧
辮
翻
懲
、
燕
肇
霊
年
度
の
｝
般
套
誹
葱
、
燕

簿
の
欝
別
会
誹
淡
算
慧
認
楚
謬
れ
漢
繊
だ
。
続
雛
憲
、
国
傑
の

糊
擦
険
料
儀
難
纐
保
険
税
」
繕
変
わ
癒
驚
め
の
条
例
が
鍵
案
き

燕
、
蓬
業
灌
盤
委
員
会
鰹
磁
誕
誉
れ
ま
じ
薩
、
叢
終
臼
の
叢
肇

麗
圏
慰
、
産
摩
甕
員
姦
縫
慰
誕
護
擬
驚
繍
難
國
保
築
例
や
、
遜

件
の
一
翻
改
遷
蘂
例
な
書
欝
、
老
れ
欝
糀
原
案
ど
お
製
穆
決
藪

蒙
縷
楚
、
　
鶏
載
⑱
｝
毅
饗
闘
ぽ
．
昭
和
嚢
繋
霧
奪
難
戴
潤
叢
難
翻

　
　
　
　
響
藝
趨
醗
嚢
採
録
賎
、
諜
蓬
め
羅
も
の
謙
雛
。
欄

一
億
円
配
分
の
町
構
想
は

戸
田
哲
次
議
員

　
竹
下
首
相
は
、
地
方
交
付
税
剰
余

金
な
ど
を
、
全
国
市
町
村
一
律
に
一

億
円
ず
つ
配
分
す
る
と
発
表
し
た
。

　
六
十
四
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

ふ
る
さ
と
創
り
構
想
を
ど
の
よ
う
に

千
手
ま
つ
り
　
（
6
3
・
9
・
1

朝
日
町
高
橋
文
江
さ
ん
撮
影
）

と
ら
え
、
実
行
に
移
さ
れ
る
か
。

南

雲
　
町
長

　
国
・
県
か
ら
正
式
な
通
知
が
入
り

次
第
、
具
体
的
な
検
討
に
入
る
。
一

億
円
を
活
用
す
る
事
業
は
、
町
が
自

ら
の
知
恵
を
結
集
し
て
考
え
、
特
定

な
も
の
に
絞
る
こ
と
が
大
切
だ
。
仮

に
一
億
円
で
足
り
な
い
な
ら
、
許
す

範
囲
で
町
費
や
起
債
の
上
積
み
を
し

て
弾
力
的
に
対
応
し
た
い
。

新
型
除
雪
機
械
の
納
車

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
・
1
1
・
2
8
）

克
雪
宣
言
と
屋
根
雪
処
理

登
坂
　
茂
議
員

①
墓
ヨ
都
市
宣
言
は
、
小
千
谷
市
が

　
五
十
四
年
、
十
日
町
市
が
五
十
六
年

　
か
ら
始
め
た
。
町
は
こ
れ
に
取
り
組

　
む
考
え
は
な
い
か
。

②
屋
根
雪
処
理
の
融
資
制
度
は
あ
る

　
が
、
融
雪
型
屋
根
に
補
助
金
制
度
を

　
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

③
岩
瀬
北
地
区
で
は
、
国
道
四
〇
四

　
号
改
良
に
関
連
し
て
共
同
の
車
庫
用

地
を
確
保
し
て
い
る
。
補
助
制
度
を

お
願
い
し
た
い
。

南
　
　
雲
　
町
長

①
　
雪
の
問
題
は
、
重
点
施
策
と
し
て

　
懸
命
の
努
力
を
し
て
い
る
。
そ
の
程

度
を
他
市
町
村
と
比
較
す
る
こ
と
は

　
避
け
た
い
。
流
雪
溝
計
画
を
推
進
す

　
る
。
六
十
四
年
度
は
、
農
業
用
ダ
ム

　
用
水
の
水
利
権
取
得
の
年
と
し
、
六

　
十
五
年
度
以
降
、
国
・
県
の
補
助
事

　
業
を
導
入
整
備
し
た
い
。

②
共
同
住
宅
は
別
と
し
て
、
個
人
住

　
宅
は
補
助
制
度
に
な
じ
ま
な
い
の
で

　
は
な
い
か
と
考
え
る
。

③
岩
瀬
だ
け
で
は
な
い
。
家
屋
の
密

　
集
地
は
さ
ら
に
厳
し
い
と
思
う
。
今

　
後
の
検
討
課
題
と
思
っ
て
い
る
。

米
の
自
由
化
と
行
政
の
対
応

柳
　
藤
作
議
員

①
食
管
関
連
法
が
徐
々
に
改
正
さ
れ

　
て
い
る
。
行
政
の
対
処
す
べ
き
課
題

　
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
ω
　
米
の
消
費
拡
大
運
動
の
推
進

　
　
ω
　
米
の
生
産
費
低
減
方
策

　
　
⑥
農
業
課
税
、
特
に
農
地
の
固

　
　
　
定
資
産
税
の
軽
減
対
応

　
　
㈲
　
米
の
流
通
対
策
と
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
の
確
立
な
ど
の
対
応

　
　
㈲
　
後
継
者
の
育
成
間
題

②
道
路
徐
雪
は
能
率
の
み
を
優
先
し
、

　
各
戸
玄
関
前
の
処
理
が
粗
暴
の
よ
う

　
だ
。
業
者
の
指
導
を
願
い
た
い
。

南

雲
　
町
長

①
食
管
法
は
、
入
口
（
集
荷
業
者
）

　
と
出
口
（
小
売
業
者
）
だ
け
が
固
く

　
守
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
間
部
分

　
は
野
放
し
の
状
態
だ
。
秋
田
県
大
潟

　
村
の
ヤ
ミ
米
集
荷
が
不
起
訴
と
な
っ

　
た
こ
と
か
ら
も
、
同
法
が
形
骸
（
け

い
が
い
）
化
し
て
、
無
法
地
帯
と
い

う
印
象
を
受
け
る
。

　
ω
　
学
校
給
食
拡
大
運
動
、
純
米

酒
愛
用
運
動
、
米
菓
の
共
同
購
入
運

動
、
農
協
催
事
、
料
理
講
習
な
ど
で

実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

　
の
　
肥
料
価
格
安
定
法
の
廃
止
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
町
農
業
委
員
会

で
は
、
農
機
具
費
の
問
題
と
合
わ
せ

関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る
な

徹底した機械化が進む収穫作業（63．9．14野ロ）
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ど
、
具
体
的
な
行
動
を
展
開
し
て
い

る
。
今
後
の
活
動
に
期
待
し
た
い
。

　
⑥
　
大
型
機
械
や
施
設
投
資
な
ど
、

変
化
に
対
応
し
た
制
度
措
置
改
正
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
関
係
機

関
と
提
携
し
て
、
法
改
正
な
ど
積
極

的
に
活
動
し
た
い
。

　
＠
　
川
西
米
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド

確
立
が
必
要
だ
。
適
地
適
作
の
う
え

で
、
市
場
原
理
、
競
走
原
理
導
入
の

中
で
生
き
残
れ
る
農
業
の
確
立
に
努

め
た
い
。

　
⑥
　
各
家
庭
で
も
農
業
に
夢
を
育

て
て
い
く
よ
う
な
話
題
を
提
供
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
生
産

組
合
が
中
心
に
な
れ
ば
、
水
田
に
か

か
わ
り
の
あ
る
世
帯
全
部
が
、
一
人

ひ
と
り
農
業
後
継
者
の
必
要
は
な
い

と
思
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
各
農
家
、

農
協
、
農
委
ら
が
一
体
と
な
っ
て
、

経
営
増
、
経
営
改
善
目
標
を
明
確
に

し
た
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

②
業
者
指
導
に
よ
っ
て
意
に
そ
う
よ

う
に
努
め
た
い
。

む
ら
お
こ
し
の
成
果
と
対
応
策

小
海
貞
二
議
員

①
「
タ
ニ
シ
の
缶
詰
」
な
ど
特
産
品

　
の
販
売
開
拓
状
況
を
伺
い
た
い
。
絹

　
織
物
（
つ
む
ぎ
な
ど
）
、
野
沢
菜
漬
、

　
地
酒
な
ど
を
町
推
奨
品
と
す
る
認
定
、

　
登
録
を
、
制
度
化
す
る
考
え
は
。

②
「
か
わ
に
し
雪
ま
つ
り
」
の
来
年

　
の
構
想
と
今
後
の
推
進
体
制
は
。

③
活
性
化
対
策
を
さ
ら
に
推
進
す
る

　
た
め
、
新
し
い
部
門
を
設
置
し
て
は

　
ど
う
か
。

南

雲
　
町
長

①
ま
だ
、
試
作
の
域
を
脱
け
出
て
い

　
な
い
。
流
通
、
販
売
に
つ
い
て
も
検

　
討
が
必
要
だ
。
推
奨
品
の
認
定
は
、

　
県
や
県
内
の
事
例
な
ど
勉
強
し
な
が

　
ら
基
準
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

②
年
明
け
に
は
体
制
を
固
め
た
い
。

　
来
年
の
構
想
は
、
こ
と
し
と
ほ
ぼ
同

じ
内
容
だ
が
、
ス
キ
ー
場
管
理
組
合

は
、
さ
ら
に
飛
躍
し
た
も
の
を
考
え

て
い
る
よ
う
だ
。
観
光
資
源
開
発
の

た
め
に
、
川
西
八
景
を
募
集
選
定
し
、

将
来
に
向
け
て
の
対
策
と
し
た
い
。

③
と
て
も
リ
ゾ
ー
ト
指
定
の
重
点
整

備
地
区
の
よ
う
な
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
退
職
者
も
予
定
さ
れ
る
の
で
機

構
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

国道252号沿にある農産物加工施設
　　　　　　　　　　　　（63．12．18）

ニ
シ
キ
ゴ
イ
の
振
興
策
は

滋
野
　
一
郎
議
員

①
十
日
町
織
物
産
地
に
も
日
の
目
が

見
え
て
き
た
よ
う
だ
。
織
物
産
業
の

発
展
と
定
着
に
対
す
る
政
策
を
聞
き

た
い
。

②
ニ
シ
キ
ゴ
イ
生
産
農
家
の
育
成
と

振
興
策
を
聞
き
た
い
。

③
主
要
地
方
道
小
千
谷
十
日
町
津
南

線
を
せ
め
て
町
内
か
ら
真
人
地
区
ま

で
幅
員
一
〇
メ
ー
ト
ル
に
改
良
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

④
上
水
道
関
係
以
外
の
水
資
源
に
つ

い
て
、
J
R
と
の
具
体
的
な
交
渉
が

始
ま
っ
て
い
る
か
。

南

雲
　
町
長

①
十
日
町
織
物
産
地
の
売
上
高
は
前

年
を
上
回
る
こ
と
は
確
実
の
よ
う
だ
。

い
わ
ゆ
る
糸
偏
産
業
は
町
民
性
、
町

民
の
体
質
と
も
マ
ッ
チ
し
た
分
野
で

あ
る
。
誘
致
企
業
で
も
立
派
に
定
着

で
き
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
糸
偏
に
強
い
町
の
イ
メ
ー
ジ
を

大
切
に
し
た
い
。
行
政
の
支
援
さ
せ

て
い
た
だ
く
分
野
を
見
極
め
な
が
ら

お
手
伝
い
し
た
い
。

②
白
倉
を
中
心
と
す
る
ニ
シ
キ
ゴ
イ

は
、
産
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
困

難
な
状
況
で
残
念
だ
。
国
道
改
良
な

ど
の
条
件
整
備
に
配
慮
し
た
い
。
団

体
の
補
助
は
町
の
臨
調
答
申
で
廃
止

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
錦
鯉
組

合
な
ど
は
、
微
妙
な
状
態
に
あ
り
、

新
年
度
予
算
編
成
で
検
討
し
た
い
。

「
ニ
シ
キ
ゴ
イ
」
を
語
る
自
倉
の
生
産
者

　
　
（
6
2
・
1
0
・
1
白
倉
自
慢
会
）

③
ほ
場
幹
線
の
完
成
で
、
県
道
の
交

通
量
は
激
減
し
て
い
る
。
二
七
号

と
四
〇
四
号
に
接
近
し
た
状
況
か
ら
、

国
道
昇
格
も
望
み
薄
だ
。
そ
こ
で
、

都
市
計
画
の
街
路
事
業
で
整
備
す
る

方
法
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
当

町
内
だ
け
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
。

④
J
R
水
路
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
六

十
五
年
度
通
水
が
可
能
と
い
う
見
通

し
だ
。
現
在
わ
き
水
は
毎
分
四
・
五

ト
ン
、
半
年
間
で
川
西
ダ
ム
い
っ
ぱ

い
の
量
が
出
て
い
る
。
本
年
は
雨
量

が
多
か
っ
た
せ
い
か
、
被
害
も
出
て

い
な
い
が
、
観
測
井
戸
に
注
目
し
な

が
ら
、
住
民
に
迷
惑
の
及
ば
な
い
よ

う
考
慮
し
た
い
。
わ
き
水
利
用
の
恒

久
的
施
設
問
題
は
、
時
期
が
早
い
と

考
え
る
。
話
は
進
め
て
い
る
が
結
論

め
い
た
具
体
的
な
も
の
は
な
い
。

公
営
住
宅
の
建
設
計
画
は

平
野
正
義
議
員

　
こ
と
し
三
月
に
策
定
し
た
総
合
開

発
計
画
に
、
公
営
住
宅
の
建
設
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
実
現
に
向
け

て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

南

雲
　
町
長

　
現
在
進
め
て
い
る
教
員
住
宅
が
、

広
い
意
味
で
の
公
営
住
宅
で
あ
る
。

六
十
四
年
度
、
橘
小
学
校
区
に
六
世

帯
分
を
建
築
す
れ
ば
完
了
す
る
。
起

債
償
還
の
完
了
し
た
も
の
か
ら
一
般

住
宅
に
す
る
つ
も
り
だ
。
そ
れ
で
不

足
す
る
分
を
、
と
い
う
こ
と
で
総
合

開
発
計
画
で
強
調
し
た
。
主
に
持
ち

家
が
困
難
な
低
所
得
者
の
利
用
を
最

優
先
さ
せ
た
い
。

　
六
十
六
年
に
新
十
日
町
大
橋
が
完

成
す
る
の
で
、
関
連
事
情
か
ら
一
年

で
も
早
い
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
い
っ

た
判
断
、
あ
る
い
は
、
希
望
者
が
か

な
り
多
い
と
い
う
状
況
な
ど
を
考
慮

し
、
区
画
整
理
事
業
の
山
野
田
地
区

の
一
郭
に
保
留
地
を
確
保
し
て
進
め

た
い
。
早
め
に
住
民
意
向
調
査
結
果

を
求
め
弾
力
的
に
対
応
し
た
い
。
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文
化
会
館
と
商
店
街
づ
く
り

清
水
　
進
議
員

　
総
合
開
発
計
画
で
は
、
六
十
五
年

度
に
文
化
会
館
の
建
設
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。

①
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
て

延
べ
面
積
二
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

総
工
費
五
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
可

能
な
限
り
日
本
建
築
文
化
の
木
材
を

使
っ
て
、
町
民
の
憩
い
の
場
、
安
ら

ぎ
の
場
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
　
文
化
会
館
と
商
店
街
づ
く
り
と

を
合
わ
せ
て
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

南

雲
　
町
長

①
許
さ
れ
る
範
囲
で
木
の
持
ち
味
を

生
か
し
た
工
夫
が
必
要
だ
。
計
画
の

施
設
内
容
は
、
標
準
的
な
目
安
に
過

ぎ
な
い
。
コ
ン
サ
ー
ト
用
の
大
ホ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
顯
，
⑥センターでの版画教室（63

ル
、
図
書
室
、
展
示
場
も
必
要
だ
。

単
に
町
民
だ
け
の
会
館
に
と
ど
ま
ら

ず
、
例
え
ば
、
東
北
の
片
田
舎
に
造

ら
れ
た
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
の
よ
う
に
、

世
界
中
の
ア
ー
チ
ス
ト
を
呼
び
、
全

国
か
ら
の
聴
衆
が
集
ま
り
、
住
民
の

文
化
意
識
の
向
上
と
と
も
に
、
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
う

い
っ
た
面
で
の
検
討
も
必
要
だ
と
考

え
る
。
ま
だ
具
体
的
な
状
況
で
は
な

い
が
、
仮
称
文
化
会
館
建
設
基
金
条

例
を
、
六
十
四
年
三
月
の
議
会
に
提

出
し
た
い
。

②
県
が
実
施
し
た
町
の
六
十
一
年
度

消
費
者
動
向
調
査
で
は
、
買
い
物
客

の
町
外
流
出
が
五
六
・
五
％
に
達
し

て
い
る
。
商
店
街
づ
く
り
は
一
朝
に

し
て
結
論
は
で
な
い
。
商
工
会
に
は

来
年
度
も
引
き
続
き
資
金
的
援
助
を

し
、
検
討
し
て
い
た
だ
く
考
え
だ
。

老
人
保
健
施
設
の
導
入
を

根
津
健
治
郎
議
員

　
去
年
十
二
月
、
老
人
保
健
法
の
な

か
で
老
人
保
健
施
設
が
創
設
さ
れ
た
。

た
だ
ち
に
、
県
に
働
き
か
け
て
導
入

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
感
謝
す
る
。

し
か
し
、
医
師
対
策
や
施
設
の
受
け

入
れ
で
中
里
村
よ
り
一
歩
遅
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
ぜ
ひ
、
老
人
保
健
施

設
の
積
極
的
な
導
入
を
願
い
た
い
。

南

雲
　
町
長

餐
奮
鰐
難
蕪

　
残
念
な
が
ら
、
こ
の
施
設
の
設
備

基
準
な
ど
の
面
で
計
画
書
の
提
出
は

で
き
な
い
状
況
だ
。
し
か
し
、
よ
り

よ
い
老
人
医
療
と
介
護
を
目
指
し
、

近
い
将
来
ぜ
ひ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

　
間
題
は
、
常
勤
医
師
、
理
学
療
養

え
ら
れ
る
。
当
面
、
中
里
村
か
ら
一

年
も
早
く
造
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

地
域
全
体
の
医
療
に
プ
ラ
ス
と
考
え

て
い
る
。

工
事
が
進
む
新
し
い
橋
（
63

・
1
2
・
7
）

大
豆
の
乾
燥
施
設
設
置
を

田
ロ
直
人
議
員

①
公
営
住
宅
は
、
若
い
世
代
向
き
の

建
物
に
仕
上
げ
る
べ
き
だ
。
周
り
は

公
園
化
し
、
七
～
八
階
建
て
く
ら
い

の
四
〇
～
五
〇
世
帯
規
模
の
も
の
を

考
え
ら
れ
な
い
か
。

②
転
作
作
物
の
大
豆
コ
ン
バ
イ
ン
も

開
発
さ
れ
た
が
、
乾
燥
調
整
に
手
間

が
か
か
る
。
乾
燥
、
調
整
施
設
を
設

置
で
き
な
い
か
。

③
誘
致
の
工
場
や
各
種
施
設
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
将
来
を
見

越
し
た
土
地
利
用
構
想
が
な
い
。
用

途
別
地
帯
を
適
正
に
配
置
す
る
よ
う

な
全
体
構
想
が
必
要
で
は
な
い
か
。

南

雲
　
町
長

①
（
平
野
議
員
の
質
問
に
対
す
る
答

弁
と
一
部
同
内
容
に
つ
き
省
略
）
建

設
省
の
補
助
事
業
で
は
、
所
得
制
限

が
厳
し
く
、
逆
に
該
当
者
が
見
当
た

ら
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
し

た
が
っ
て
公
営
住
宅
は
ご
希
望
と
は

程
遠
い
も
の
し
か
造
れ
な
い
こ
と
に

な
る
。
さ
り
と
て
、
山
地
か
ら
出
て

来
た
い
方
が
た
や
、
親
と
別
居
し
、

こ
の
地
に
定
着
を
希
望
す
る
若
者
が

た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。

　
こ
の
受
け
入
れ
が
当
然
必
要
に
な

っ
て
く
る
。
民
間
で
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン

シ
ョ
ン
を
造
り
た
い
と
い
う
お
客
様

が
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
方
と
接
触
を

深
め
る
中
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が

実
現
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
る
。

②
転
作
大
豆
奨
励
の
た
め
の
機
械
器

具
は
農
協
と
共
同
で
整
備
し
て
き
た
。

独
立
の
乾
燥
施
設
は
、
五
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
の
利
用
面
積
が
な
い
と
採

算
が
合
わ
な
い
と
い
う
結
果
が
で
た
。

各
生
産
組
合
独
自
の
対
応
で
足
り
る

と
い
う
意
見
も
あ
る
。
本
年
大
豆
は

収
量
や
品
質
が
低
下
し
た
。
来
年
の

作
付
け
に
ど
う
影
響
す
る
か
な
ど
、

十
分
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
主
要
産
業
の
農
業
の
健
全
な
発
展

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
社
会
情
勢
に

対
応
し
た
土
地
利
用
計
画
が
必
要
だ
。

限
ら
れ
た
土
地
を
最
大
限
に
活
用
し

な
が
ら
町
づ
く
り
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
当
面
は
、
都
市
計
画
の
用
途
指

定
な
ど
を
中
心
に
、
市
街
地
の
用
途

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
作
業
か
ら
手

が
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
（
以
上
質
問
順
に
掲
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
新
設
な

蓋
会
盤
ど
重
要
案
件
が
提

出
さ
れ
た
と
き
、
議
会
は
所
管
の
常

任
委
員
会
に
必
要
事
項
を
調
査
検
討

し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

結
果
を
、
委
員
会
か
ら
聴
い
た
う
え

で
、
改
め
て
本
会
議
で
審
議
決
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
町
議
会
会
議
規
則
第
三
十
九

条
第
一
項
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1
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・議長の年賀状＆
男・年女に新春インタビュー

長
年

町

　町民の皆さんへ、恒例となりました町長と議長から年賀状をお寄せ
いただきました。　（次ページに掲載）

　町には、8代の巳年生まれの方々が、762人（64．1．1現在）おら
れます。全町民のおよそ8パーセントにあたります。
　輝かしい新春にあたり、巳年生まれでそれぞれ1月1日生まれか、
その年の一番早い日に生まれた方をご紹介します。中でも、明治26年
（1893）生まれでは、町一番の長寿者として元気なお二人からご登
場いただきました。

酒
井
ク
ラ
さ
ん
〔
上
町
〕

明
治
2
6
・
4
・
11
生
（
95
歳
）

去
年
、
新
潟
に
い
る
子
供
の
と
こ

ろ
に
十
三
日
も
泊
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
健
康
で
、
ま
た
行
か
れ
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
耳
が

少
し
遠
く
な
っ
て
残
念
で
す
が
、
丈

夫
で
い
た
い
も
の
で
す
。

五
十
川
キ
ン
さ
ん
〔
沖
立
〕

明
治
2
6
・
11
・
1
9
生
（
9
5
歳
）

雪
が
い
っ
ぱ
い
降
ら
な
い
と
、
そ

れ
で
も
あ
っ
た
か
い
か
ら
楽
で
す
。

か
ぜ
を
引
か
な
い
よ
う
に
し
て
、
家

で
手
芸
な
ど
を
毎
日
し
て
い
ま
す
。

役
場
か
ら
の
年
金
が
、
一
番
の
楽
し

み
で
す
。



♂
叩

市
川
カ
ツ
さ
ん
〔
学
校
町
〕

　
　
明
治
38
・
1
・
8
生
（
84
歳
）

　
冬
は
外
の
仕
事
が
で
き
な
く
て
残

念
で
す
。
雪
が
消
え
た
ら
、
畑
や
周

り
の
草
と
り
を
し
て
体
を
動
か
し
た

い
で
す
。
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
、
温

泉
に
い
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　鱈　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　瞳　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　稠　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　昂　　　　　　　　　，　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　甲　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　曽　　　　　　　一　　　　　　　〇　　　　　　一　　　　　　9　　　　　　9　　　　　，　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　曹　　　畢　　一　　の　　廓　冒　一　一　畠
一，唖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　璽　　　　　　　　甲　　　　　　　　層　　　　　　　　，　　　　　　　甲　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　曹　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　曹　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　〇　　　　－　　　　一　　　響　　　一　　　口　　　甲　　一　　一　　曹　甲　o　響　冒
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南
雲
サ
ダ
さ
ん
〔
田
中
町
〕

　
　
大
正
6
・
1
・
1
生
（
72
歳
）

　
大
学
三
年
の
孫
が
卒
業
し
て
、
家

に
帰
っ
て
く
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
も
っ
た
い
な
い
ほ
ど
幸
せ

の
毎
日
で
す
。
健
康
で
家
族
の
手
伝

い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

井
ロ
一
夫
さ
ん
〔
仁
田
〕

　
　
昭
和
1
6
・
1
・
1
生
（
4
8
歳
）

　
去
年
は
家
を
新
築
し
ま
し
た
。
そ

の
翌
年
に
疲
れ
が
出
る
と
い
わ
れ
て

い
る
の
で
、
健
康
に
は
気
を
つ
け
ま

す
。
会
社
で
も
新
し
い
仕
事
が
始
ま

り
ま
す
。
順
調
に
う
ま
く
い
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

高
橋
直
孝
さ
ん
〔
赤
谷
〕

　
　
昭
和
1
6
・
1
・
1
生
　
（
4
8
歳
）

　
遠
く
の
出
か
せ
ぎ
に
も
行
け
な
い

状
態
で
、
い
ま
は
柏
崎
に
仕
事
に
行

っ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
か
町
で
働
く

職
場
が
欲
し
い
も
の
で
す
。
一
番
大

切
な
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
家
族
の
健

康
の
こ
と
で
す
。

清
水
ミ
ツ
さ
ん
〔
上
野
〕

　
　
昭
和
4
．
1
・
1
生
（
6
0
歳
）

　
世
の
中
が
忙
し
す
ぎ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
体
を
で
き
る
だ
け
動
か

し
て
、
健
康
で
い
た
い
も
の
で
す
。

大
き
な
声
で
、
一
生
懸
命
に
民
謡
を

歌
う
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
ず
っ
と

続
け
た
い
も
の
で
す
。

小
林
ト
シ
イ
さ
ん
〔
上
野
〕

　
　
昭
和
1
6
・
1
・
1
生
（
4
8
歳
）

　
去
年
は
手
に
ヤ
ケ
ド
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
健
康
の
こ
と
と
、
子
供

た
ち
の
こ
と
が
一
番
気
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
え
と
の
年
だ
か
ら
、
き
っ
と

い
い
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

蓑
鑑
懸
　
、



田
中
文
子
さ
ん
〔
上
町
〕

　
　
昭
和
2
8
・
1
・
1
生
　
（
36
歳
）

　
元
気
で
毎
日
が
過
ご
せ
れ
ば
幸
せ

で
す
。
家
族
の
健
康
に
気
を
つ
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
娘
が
こ
と
し
中
学

に
入
学
す
る
こ
と
を
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　●　　　　　　　　〇　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　●　　　　　　　申　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　9　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　〇　　　　　一　　　　〇　　　　一　　　　一　　　口　　　甲　　　一　　　一　　一　　一　　一　一　一　噂　一
一一

西
山
正
一
さ
ん
〔
下
平
新
田
〕

　
昭
和
2
8
・
1
・
1
生
　
（
3
6
歳
）

　
こ
と
し
こ
そ
は
花
嫁
さ
ん
を
、
と

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
会
社
は
去

年
か
ら
景
気
が
よ
く
て
、
仕
事
は
大

変
忙
し
い
で
す
。
今
年
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　騎　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　o　　　　　　　　　．　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　・　　　　　　　o　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　　o　　　　　o　　　　　一　　　　　願　　　　　●　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　・　　甲　　，　繭　一　一　一
一頓一

木
村
洋
子
さ
ん
〔
仁
田
〕

　
　
昭
和
2
8
・
1
・
1
生
　
（
3
6
歳
）

　
去
年
は
、
家
族
が
ケ
ガ
や
病
気
で

大
変
な
一
年
で
し
た
。
三
番
目
の
子

供
が
小
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
と
、

仁
田
に
あ
る
巳
年
会
の
仲
間
が
集
ま

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　覇　　　　　　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　”　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　・　　　　　　　　曾　　　　　　　一　　　　　　　〇　　　　　　　甲　　　　　　甲　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　り　　　　　一　　　　　の　　　　　〇　　　　　一　　　　一　　　　〇　　　　甲　　　o　　　薗　　　一　　　〇　　噸　　一　　一　一　印　，　一
甲り，

田
村
清
仁
さ
ん
〔
鶴
吉
〕

　
　
昭
和
40

・
1
・
2
生
　
（
24
歳
）

　
小
千
谷
に
通
勤
し
て
い
ま
す
。
降

雪
の
状
況
で
、
夏
の
倍
ぐ
ら
い
時
間

が
か
か
る
の
が
不
便
で
す
。
趣
味
は

ス
キ
ー
、
人
並
み
に
滑
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

丸
山
一
則
さ
ん
〔
野
・
〕

　
　
昭
和
2
8
・
1
・
1
生
　
（
3
6
歳
）

年
男
は
働
き
盛
り
、
と
い
う
こ
と

で
今
年
も
思
い
き
り
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
家
族
が
事
故
も
な
く

一
年
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
願
っ
て

い
ま
す
。

、
－

落
且

畿
◎

　
　
0嚇

而
町
諏
会
敷
表

茂
野
幸
宏
く
ん
〔
高
原
田
〕

　
　
昭
和
52

・
1
・
4
生
　
（
12
歳
）

　
学
校
で
は
体
育
の
授
業
が
一
番
好

き
で
す
。
中
学
生
に
な
っ
た
ら
部
活

は
体
操
部
に
入
り
、
マ
ッ
ト
運
動
を

や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
家
で
は
、

兄
弟
げ
ん
か
を
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
す
。

高
橋
恵
美
子
さ
ん
〔
室
島
〕

　
　
昭
和
2
8
・
1
・
1
生
　
（
36
歳
）

　
特
別
な
こ
と
が
な
く
、
一
年
間
家

じ
ゅ
う
が
健
康
で
と
願
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
が
忙
し
く
、
時
間
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
趣
味
を
見
つ
け
た
い
と
思
い

ま
す
。



　
昭
和
六
十
二
年
度
の
決
算
が
、
十

二
月
の
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
決
算
は
昭
和
六
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
六
士
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
、
お
金
が
い
く
ら
入
り
、
そ
の

お
金
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
一
般
会
計
決
算

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決
算
額
を
六
十
一
年
度
と
比
較
す

町の行政水準は…

　町の行政が住民の要求をどの程度満たし

ているか。あるいは住民にどの程度のザー
ビスを提供しているか。この尺度のことを
行政水準といいます。行政水準の大きな要

素の一つである公共施設の整備状況を￥近
隣市町村、県平均￥類似団体（全国の町村
を、人□と産業構造の二つの要素で分類し、

川西町と似通った町村の平均値）と比べた
状況を紹介します。

・鱗iii

区　　　　　　　分 川西町 十日町市 津南町 中里村 県平均 類似団体

道
　
路

改　　　良　　　率 49．2彩 43．5彫 39．2％ 29．4％ 43．1％ 33．2％

舗　　　装　　　率 50．0 59．9 6LO 5L7 51．6 5L4

自動車交通不能道比率 14．9 42．5 4．4 23．2 16．8 24．3

上水道等普及比率 95．7 94．3 97．1 88．9 96．2 85．7

し　尿　衛　生　比　率 98．7 98．8 94．8 94．2 93．9 78．6

ご　み　　収　集　　率 85．7 98．9 93．4 67．6 93．0 67．5

保　　育　収　容　　率 105．9 108．6 92．5 109．3 90．6 67．2

老人要保護者比率 1．7 L8 5．9 0．7 2．0 3．4

幼　稚　園　収　容　率 148．1 122．9 124．2 124．3 111．0 27．6

学
　
　
　
校

小
学

非木造校舎面積比率 95．7 88．5 82．0 36．9 82．8 84．8

危険校舎面積比率 一
0．6 11．3 26．8 3．2 2．6

中
学

非木造校舎面積比率 99．3 83．1 48．6 100．0 79．1 89．9

危険校舎面積比率 一 5．3 16．2 一
3．7 1．0

（昭和61年度）
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議
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閉

労
諸

異
常
気
象
と
減
反
に
も
め
げ
ず
四
年
連
続
豊
作



聖開当コ瑠瑠

る
と
、
歳
入
は
八
・
八
％
　
歳
出
は

九
・
四
％
の
そ
れ
ぞ
れ
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
の
中
で
は
、
特
に
国
か
ら
の

地
方
交
付
税
が
四
二
・
九
％
を
占
め

る
な
ど
、
依
存
財
源
は
全
体
の
七
〇

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
中
で
お
も
な
も
の
と
し
て

は
、
保
健
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
建
設
着
手
、
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
新
設
、
新
し
い
橋
に

関
連
し
た
町
道
の
工
事
、
川
西
中
の

大
規
模
改
修
工
事
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。　

住
民
一
人
当
た
り
、
お
よ
そ
三
十

三
万
五
千
円
が
投
資
さ
れ
、
快
適
な

生
活
が
で
き
る
よ
う
な
町
の
環
境
が

着
実
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

記念式であいさつする南雲町長

　　　　　　　　（62．10．31）地方交付税

13億5597万円

　（42．9％）

万円

　　　　策　　　謙　　湘　襯聯　　　　鷺　　　糠　　顯　鞭　懇灘羅
灘
川

隷
灘

雛
蝶国庫支出金

1億7，731珊

　（5．6％）

県支出金
1億7，724万円

　（5．6％）

町　　債

4億2，270万円

（13．4％）

源財霧依

三幽簡1＝

土木費萎i
6億1。656珊懇

（20．2％）

総　務

4億5，551万円

（14．9％〉

費il………………

公　債

4億379万円

（13．2％）

費iiiii…………i…i…i…i

教育
3億8，555フ刑

（12．6％〉

費iii……………………………………

民　生

3億2，765フ刑

（10．8％〉

費1……………1…1…

騒繍轟
　（8．9％）

…

衛生費灘
2億5，522珊灘灘

（8．4％）
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柏
崎
日

岩
瀬

己ま”
金
　
子

そ
の
一

幸
　
作

　
柏
崎
か
ら
駕
籠
（
か
ご
）
で

　
千
手
・
上
野
・
橘
の
桑
名
領
内
を

巡
検
の
た
め
、
渡
辺
平
太
夫
が
桑
名

藩
の
柏
崎
陣
屋
を
出
立
し
た
の
は
、

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
九
月
三

日
の
朝
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
岡
田

村
（
現
高
柳
町
）
の
人
足
は
、
家
を

真
夜
中
に
出
て
柏
崎
ま
で
迎
え
に
行

っ
た
。
交
代
用
員
を
含
め
た
「
駕
籠

か
き
」
六
人
と
、
平
太
夫
の
衣
服
や

調
度
を
入
れ
た
挾
み
箱
を
、
天
び
ん

棒
の
両
端
に
掛
け
て
担
ぐ
「
両
掛
」

二
人
の
合
わ
せ
て
八
人
で
あ
る
。

　
平
太
夫
は
、
長
ば
か
ま
に
羽
織
を

着
用
し
て
駕
籠
に
乗
っ
た
。
本
町
通

り
の
四
ッ
屋
か
ら
鯖
石
ロ
ヘ
出
て
三

里
（
約
十
ニ
キ
ロ
）
ほ
ど
上
流
に
進

み
、
加
納
村
（
現
柏
崎
市
）
で
休
息

し
て
い
る
。
天
気
は
良
か
っ
た
が
、

山
坂
に
か
か
る
と
道
が
悪
く
な
り
、

小
清
水
峠
は
赤
土
の
泥
道
で
難
渋
し
、

八
つ
（
午
後
二
時
）
過
ぎ
に
岡
田
村

へ
到
着
し
た
。

　
湯
治
場
の
よ
う
な
岡
田

　
岡
田
村
の
庄
屋
若
山
家
に
泊
ま
っ

た
平
太
夫
は
、
こ
の
村
の
印
象
を
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
無
滞
岡
田
村
迄
到
着
致
し
候
。
竹

内
庭
よ
り
南
へ
当
り
、
黒
姫
山
と
申

高
山
有
り
。
其
山
の
影
に
て
極
山
中

也
。
柏
崎
よ
り
六
里
程
の
由
な
れ
ど

も
、
七
、
八
り
も
有
り
そ
ふ
也
。
村

ハ
鯖
石
川
端
に
て
、
庄
屋
宅
は
山
の

中
段
、
見
晴
れ
よ
ろ
し
き
所
也
。
昼

支
度
早
速
出
候
。
彼
是
致
ス
内
、
又

雨
ふ
っ
て
来
ル
。
見
分
致
し
兼
、
湯

二
入
休
足
致
し
候
。
川
の
音
谷
底
二

聞
へ
何
所
と
な
く
湯
治
場
の
様
也
。

　
ム
ジ
ナ
鍋
（
な
べ
）
で
も
て
な
す

　
四
日
は
、
朝
の
う
ち
曇
っ
て
い
た

が
、
だ
ん
だ
ん
と
天
気
が
良
く
な
っ

た
の
で
岡
田
村
の
巡
視
に
出
た
。
村

役
人
や
小
前
（
百
姓
の
身
分
や
権
利

を
持
た
な
い
小
百
姓
の
こ
と
。
コ
バ

モ
ン
）
も
大
勢
加
わ
り
、
庄
屋
親
子

の
案
内
で
、
鯖
石
川
敷
の
新
田
や
、

洪
水
に
よ
る
川
欠
け
、
た
い
積
な
ど

で
増
減
し
た
田
を
見
て
回
っ
た
。

　
午
後
は
、
村
か
ら
願
い
出
の
あ
っ

た
普
請
用
拝
借
金
百
両
の
可
否
を
夕

方
ま
で
調
べ
た
。
庄
屋
宅
で
の
夕
食

は
、
次
の
記
載
か
ら
「
イ
ッ
ツ
ォ
ケ

ェ
、
あ
り
っ
た
け
」
の
ご
ち
そ
う
で

ま
か
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
庄
屋
若
山
範
左
工
門
罷
出
申
ニ
ハ
、

ロ
ハ
今
若
ひ
者
山
よ
り
絡
（
ム
ジ
ナ
）

を
取
り
て
参
り
候
聞
、
御
慰
ミ
差
上

度
と
申
。
皆
々
珍
敷
存
早
々
出
候
様

申
。
早
速
料
理
出
し
、
ジ
ハ
鍋
ト
七

リ
ン
座
敷
へ
出
し
範
左
工
門
罷
出
、

調
味
致
し
振
舞
ひ
候
。
中
々
味
ひ
宜

敷
。
先
は
兎
（
ウ
サ
ギ
）
の
様
成
味

ひ
也
。
其
後
地
ね
ん
じ
ょ
の
と
ろ
ろ

汁
出
す
。
川
魚
、
は
や
、
玉
子
、
い

も
、
牛
募
（
ゴ
ボ
ウ
）
の
平
（
ヒ
ラ
）

也
。
昨
タ
ハ
そ
ば
切
の
馳
走
也
。
夜

半
よ
り
又
雨
ふ
り
出
し
候
。

　
室
島
ま
で
の
道
中

　
五
日
、
岡
田
村
を
五
つ
（
午
前
八

時
）
過
ぎ
に
出
立
し
、
岡
野
町
村
（
現

高
柳
町
）
に
着
い
た
。
こ
こ
は
出
雲

崎
代
官
所
の
支
配
所
だ
が
、
仰
山
な

町
の
歴
史

　
み
な
さ
ま
、
お
健
や
か
に
、
希
望

に
満
ち
た
良
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
毎
日
と
存
じ
ま
す
。

　
大
正
に
生
ま
れ
、
昭
和
と
共
に
歩

ん
だ
私
も
、
六
十
四
歳
を
数
え
る
身

に
な
り
ま
し
た
。
　
「
昭
和
三
年
秋
な

か
ば
…
」
の
、
御
大
典
（
天
皇
即
位

構
え
の
、
藤
右
工
門
と
申
す
豪
農
が

あ
っ
て
驚
い
た
。
か
よ
う
な
山
の
中

に
商
い
の
店
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
き

り
っ
と
し
た
町
場
に
な
っ
て
い
る
と

二
五
町
（
約
二
・
七
キ
ロ
）
も
行
く

に
光
を

式
）
奉
祝
の
歌
を
母
の
背
中
で
聴
い

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
十
年
を
ひ
と

つ
の
区
切
り
と
し
ま
す
な
ら
ば
昔
を

六
つ
も
重
ね
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
思
え
ば
、
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て

軍
国
調
の
足
音
が
高
ま
り
、
第
二
次

世
界
大
戦
に
参
加
し
、
戦
後
は
混
乱

期
を
の
り
こ
え
、
過
疎
化
の
波
に
洗

わ
れ
、
高
度
な
経
済
成
長
下
を
き
び

し
く
生
き
た
世
の
中
で
し
た
。

　
年
齢
構
成
か
ら
考
え
ま
す
と
、
私

と
同
じ
時
代
を
生
き
て
こ
ら
れ
た
方

つ
も
越
え
て
仙
田
村
室
島
の
川
西
に

到
着
し
た
。
眼
下
の
西
方
に
、
松
之

山
郷
七
〇
力
村
の
山
あ
い
を
望
見
し

な
が
ら
の
旅
で
あ
っ
た
。

叢
難
麟
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栃
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道

は
、
川
西
町
で
二
千
人
ほ
ど
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
遠
い
祖
先
か
ら

受
け
継
い
で
き
た
、
あ
る
い
は
、
私

た
ち
の
世
代
が
体
験
し
て
ま
だ
陽
の

目
を
見
な
い
町
の
歴
史
に
、
こ
と
し

も
、
可
能
な
か
ぎ
り
光
を
当
て
た
い

も
の
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

　
ご
繁
忙
の
な
か
、
毎
号
お
目
と
お

し
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ご
高
評
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
市
川
昭
二
先
生

（
日
本
書
籍
㈱
・
常
務
取
締
役
）
は

じ
め
、
い
つ
も
ご
声
援
く
だ
さ
い
ま

す
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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六
十
一
年
の
歳
末
、
豊
w
丞
巾
長
の

石
上
耕
一
氏
か
ら
“
市
長
の
は
つ
ら

つ
日
誌
”
と
題
し
た
著
書
を
頂
き
ま

し
た
。
私
が
認
識
し
て
い
た
氏
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
は
「
名
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

で
あ
る
こ
と
」
　
「
書
名
同
様
、
老
い

を
感
じ
さ
せ
な
い
、
は
つ
ら
つ
人
間

るなに魯鳳

町市市村俊一さん
（元千手・上野小学校勤務）

　藝

饗
十日町市

で
あ
る
こ
と
」
　
「
戦
後
い
ち
早
く
、

人
づ
く
り
、
村
お
こ
し
、
町
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
の
公
民
館
づ
く
り
に

情
熱
を
注
が
れ
、
現
在
公
民
館
連
合

会
の
県
会
長
、
全
国
の
副
会
長
と
い

う
要
職
に
あ
る
こ
と
」
更
に
は
「
絵

を
描
く
文
化
市
長
で
も
あ
る
こ
と
」

な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
冒
頭
の
“
は
つ
ら
つ
日
誌
”

で
す
が
、
そ
の
内
容
は
「
快
刀
乱
麻

を
断
つ
」
と
い
っ
た
感
じ
の
五
十
編

を
集
め
た
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
の
一
つ
“
御

当
地
ソ
ン
グ
”
の
中
の
一
部
が
私
に

か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。
再
録
し

て
み
ま
す
。
「
〈
大
幅
に
前
略
〉
わ
が

市
に
も
、
“
豊
栄
小
唄
”
が
あ
る
。

昭
和
三
十
年
、
町
村
合
併
で
新
し
い

町
が
で
き
た
年
に
、
新
潟
日
報
社
の

協
賛
を
得
て
制
作
し
た
。
作
詞
は
三

垂
巾
の
会
社
員
、
山
下
敏
明
さ
ん
、

作
曲
は
十
日
町
市
の
教
員
、
市
村
俊

一
さ
ん
で
あ
る
。
県
教
育
庁
社
会
体

育
主
事
の
吉
永
ト
シ
子
さ
ん
か
ら
踊

り
の
振
り
付
け
を
し
て
も
ら
っ
た
。

今
で
も
豊
栄
ま
つ
り
の
民
謡
流
し
で

踊
っ
て
い
る
。
当
選
者
の
賞
金
は
、

薄
謝
の
程
度
。
新
聞
広
告
、
審
査
は
、

新
潟
日
報
社
の
協
賛
だ
か
ら
無
料
と

い
う
こ
と
で
、
制
作
費
の
総
額
は
数

万
円
し
か
使
わ
な
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
そ
れ
か
ら
一
二
十
年
後
に
、
新
町

建
設
三
十
周
年
、
市
制
施
行
記
念
の

“
豊
栄
市
民
歌
”
を
制
作
し
た
。
新

大
教
授
二
人
を
委
嘱
し
、
ロ
イ
ヤ
ル
・

ナ
イ
ツ
を
呼
ん
で
発
表
会
ま
で
や
り
、

三
百
万
円
近
く
の
市
費
を
投
じ
た
が
、

今
で
は
ほ
と
ん
ど
歌
う
者
が
な
い
。

〈
後
略
〉
」

　
急
に
気
に
な
り
出
し
た
の
は
、
こ

の
終
わ
り
の
く
だ
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
本
を
頂
い
た
一
ケ
月
ば
か
り
前

に
、
私
は
川
西
町
合
併
三
十
周
年
記

念
事
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
“
川
西

音
頭
”
の
作
曲
を
仰
せ
つ
か
り
、
発

表
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
す
。
三

十
数
年
前
に
作
っ
た
“
豊
栄
小
唄
”

は
現
在
も
歌
っ
て
頂
い
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
先
ず
は
安
心
で
し
た
が
、

同
時
に
片
や
“
川
西
音
頭
”
が
“
豊

w
丞
巾
民
歌
”
と
同
じ
運
命
を
た
ど
り

は
し
な
い
か
と
い
う
思
い
に
つ
な
が

り
、
途
端
に
私
に
と
っ
て
大
い
な
る

不
安
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
落
ち
着
い
て
考
え
て
み

れ
ば
、
人
間
一
人
ひ
と
り
好
き
な
歌

が
あ
れ
ば
、
嫌
い
な
歌
も
あ
る
の
が

当
然
で
、
川
西
町
民
が
あ
る
い
は
豊

栄
市
民
が
一
人
残
ら
ず
好
き
な
歌
な

ど
あ
ろ
う
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

人
ひ
と
り
の
考
え
方
や
感
じ
方
は
違

っ
て
し
か
る
べ
き
で
、
あ
な
た
が
嫌

い
で
私
が
好
き
な
歌
が
あ
っ
て
も
よ

い
し
、
あ
な
た
が
好
き
で
、
私
が
大

嫌
い
な
歌
が
、
ど
ん
な
に
沢
山
あ
っ

て
も
よ
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
歌
を
損

な
う
こ
と
で
も
、
ま
し
て
あ
な
た
を
、

私を

損
な
う
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で

す
。
そ
う
考
え
た
ら
、
少
し
は
気
が

楽
に
な
り
ま
し
た
。

　
川
西
町
は
、
私
に
と
っ
て
大
事
な

俳
か
い
の
町
で
あ
り
、
春
秋
に
富
む

教
え
子
の
多
く
が
い
る
町
で
も
あ
り

ま
す
。
ご
発
展
を
祈
り
な
が
ら
ペ
ン

を
置
き
ま
す
。

灘

　
十
二
月
十
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

第
一
回
健
康
家
族
報
奨
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
報
奨
は
、
六
士
二
年
四
月
に

要
綱
を
定
め
て
ス
タ
ー
ト
し
た
国
保

事
業
の
一
つ
で
す
。

　
報
奨
の
対
象
者
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
を
対
象
に

し
て
、
六
十
二
年
度
の
一
年
間
に
、

け
が
や
病
気
な
ど
で
病
院
に
一
度
も

か
か
ら
な
か
っ
た
家
族
を
報
奨
し
ま

し
た
。

　
報
奨
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

仙
田
小
運
動
会
（
63

・
6
・
5
）

●
世
帯
の
報
奨
（
二
人
以
上
の
家
族
）

小高佐茂渡水太丸

川橋藤野辺品田山

武重喜作一フ寅捷
　　久
文信治一郎ク治一
ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　　　　　ハ岩高小室新霜田東
　　　　町　中善
瀬倉脇島新条町寺
））））田）））
　　　　）

●
個
人
の
報
奨

登登青樋本小藤田長渡小丸小南遠田田星
　　　　　　　　谷　 、

坂坂木口山幡巻口川貫海山林雲田中中

キ勝釜一一真俊美晃踏3正マ忠敏
ユ芳夫洋武一樹淑子二子イエ誠利ス吉夫
　　　　　　　　　　　　　　　ハ
露雷鍵霧嬢謙三轟
　）　　　　　　　　　田　　　　　　　り
　　　　　　　　　）　　　　　　 東

　　　　　　　　　　　　　　　）
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入検案内
募集締め切り　3月15日口く）まで

科　　目
定員

脚
期　間 時　　　　間

経　　　　　　　費

授業料（円） テキスト代（円）

一般事務 10 1力年
（4月～3月）

　　19300～21300
週2回（土・日・祝日休）

35，000 5，000

建築製図 15 6カ月
（4月～9月）

　19300～21300
週4～5回（土・日・祝日休）

35，000 6，000

コンピユーター 15 〃
　　18330～21300
週2回（土・日・祝日休）

78，000 4，000

経理事務 20 〃
　　13330～16300
週2回（土・日・祝日休）

30，000 6，000

測　　　　量 20 3カ月
（5月～7月）

　　19300～21300
週2回（土・日・祝日休）

30，000 1，000

造　　　　園 20 〃
　　13330～16300
週2回（土・日・祝日休）

28，000 1，000

建　　　　設 30 　　〃
（1月～3月）

　　8330～15350
月～土（日・祝日休・土半日）

不　　要
（県費負担）

3，000

⑳⑦㊦、

霞

心配ごと相談

　　　　　　　　　　　　　　　　　十日町市本町7－1
　　　十日町市高等職業訓練校　　曾52＿3803

0圏■■■■■匿0■91■幽燭■D亀■■掴■，鯛■1■■9■■，■■レー■■r鱒■■，■■，鱒1■g■■，一■■■■，■■，1■■0■■■口■■g娼■■．■■■■6■■ロ階■■陰■■，■晒■■，ロ■岡■■■■じロ■9一■■■一一■■，一■齢1圏D一“■，1■■一ロ■聞■D．■■一■噂ロ1噂■■ロ陶1臼■91■■
■圏，■■，“■■■■9燭■瞳0■9帽■D●■9■■■0■9■■■燗■■6■■●■匿■■■0■，燗■■口90■9■■9■■■■■■■■，■1■一■■口■■じ■■■■隔■■レロ■9■■90■■■■一鰯圏D■■夢6■■1一■■陰■■6■D一■■D■■口■■■D一一一■■0■，一6■陰090■陰‘■■DO口90■D■口6■■

申し込み、問い合わせ

3年高橋和也

2年　小川　晴美

2月号は

　千手小学校です

3
年
　
斉
木
　
　
功

1
年
　
柄
沢
　
　
晋

2
年
　
水
品
　
京
子

1月15日（日）……橘コミセンター

　22日（日）……克雪センター

　29日（日）……総合センター

2月5日（日）……上野コミセンター

　12日（日）……橘コミセンター

時間は、午後1時～3時です。

諜

3年田中みどり　　1年星名聡美

2
年
　
高
橋
健
太
郎

嬢
，

〈
川
西
中
学
校
Y
l
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出忌
善

新
潟
川
西
農
協
様
か
ら

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
　
　
　
十
基

調
…
藝
…
隔
…
一
堕
一
一
＝
藝
一
≡
襲
≡
一
鵯
一
…
一
騎
…
略
…
＝
騎
≡
一
一
麹
一
…
籔
…
騎
…
一
藝
≡
一
墾
…
襲
一
…
騎
…
藝
『
…
騎
一
…
§
≡
一
籔
≡
一
箋
一
一
＝
藝
≡
籔
…
藝
『
…
騎
…
鵯
一
≡
騎
≡
一
輌
≡
E

年
末
調
整
は
受
け
ま
し
た
か

　
　
　
　
　
間
違
っ
た
ら
再
調
整
を

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
末
調
整
は
、

十
二
月
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
年
内
に
次
の
よ
う
な
異
動
な
ど

が
あ
っ
た
ら
、
一
月
中
に
勤
務
先
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

一
　
扶
養
親
族
の
数
に
異
動
の
あ
っ

　
た
方

二
　
年
内
に
生
命
保
険
料
や
損
害
保

　
険
料
な
ど
を
支
払
っ
た
方

三
　
年
末
調
整
の
際
、
保
険
料
控
除

　
や
住
宅
取
得
な
ど
特
別
控
除
の
申

　
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ
た

　
り
し
た
方

…
わ
．
ん
建
≧
き
∈
ふ
く
し

　
　
　
こ
ん
な
給
付
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
「
↓
国
民
年
金
独
自
給
付

≧

付
加
年
金

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
（
月
七

千
七
百
円
）
の
ほ
か
に
、
四
百
円
の

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
二
百
円

に
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
を
掛

け
た
金
額
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に

加
算
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

寡
婦
年
金

　
農
業
や
自
営
業
の
夫
が
、
受
給
資

格
が
あ
り
な
が
ら
年
金
を
受
け
な
い

で
死
亡
し
た
と
き
、
次
の
妻
に
四
分

の
三
に
相
当
す
る
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

①
死
亡
当
時
故
人
か
ら
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
妻

②
婚
姻
期
間
が
十
年
以
上
の
妻

　
③
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る

ま
で
。

　
死
亡
一
時
金

　
農
業
や
自
営
業
者
が
、
保
険
料
を

笛蝋緯配

子供の個室

　
中
学
生
に
な
る
こ
ろ
か
ら
、
子
供

は
自
分
の
部
屋
を
欲
し
が
り
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
八
月
の
N
H
K
世
論

調
査
に
よ
る
と
、
中
学
生
の
四
二
％
、

高
校
生
の
五
七
％
は
自
分
の
部
屋
を

も
っ
て
い
ま
す
。
住
居
に
ゆ
と
り
が

で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
な

三
年
以
上
納
め
な
が
ら
年
金
を
受
け

ず
に
死
亡
し
た
場
合
、
生
計
を
共
に

し
た
配
偶
者
や
子
な
ど
に
支
給
さ
れ

ま
す
（
別
表
参
照
）
。
さ
ら
に
、
付

加
保
険
料
も
三
年

以
上
納
め
て
い
れ

ば
、
八
千
五
百
円

加
算
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ

は
遺
族
基
礎
年
金

を
　
け
ら
れ
な
い

場
合
に
限
り
享
．
表

　
　
　
　
　
　
　
男

死
亡
一
時
金
の
額

保険料を納めた期問 金額
3年以上25年未満 100，000円

25　〃　30　〃 126，500円

30　〃　35　〃 160，000円

35　〃　40　〃 200，000円

か
に
は
父
親
の
書
斎
、
母
親
の
居
室

も
な
い
の
に
、
二
人
の
子
供
が
そ
れ

ぞ
れ
個
室
を
も
っ
て
い
る
家
庭
も
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
個
室
の
中
に

専
用
の
電
話
、
専
用
の
テ
レ
ビ
を
も

っ
て
い
る
子
供
も
い
ま
す
。

　
住
居
の
事
情
が
許
す
の
で
あ
っ
た

ら
、
子
供
に
個
室
を
与
え
る
の
は
よ

い
こ
と
で
す
。
自
立
性
が
育
ち
ま
す

し
、
ひ
と
り
の
時
間
、
ひ
と
り
の
空

間
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
心

を
見
つ
め
る
よ
う
に
も
な
る
か
ら
で

す
。

　
子
供
の
個
室
は
、
そ
こ
を
勉
強
、

読
書
、
就
寝
の
た
め
に
使
用
す
る
と

い
う
こ
と
を
初
め
か
ら
親
と
子
の
間

で
し
っ
か
り
と
約
束
し
て
お
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
家
庭
は
ホ
テ
ル
の

シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム
の
集
合
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
家
族
が
集
ま
っ
て
食
事
を

し
た
り
、
談
笑
し
た
り
、
テ
レ
ビ
を

見
た
り
す
る
場
所
が
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
二
台
以
上
の
テ
レ
ビ
が
あ

っ
て
も
子
供
の
部
屋
に
置
く
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
通
の
家
庭
で
は
、

電
話
は
居
間
に
あ
れ
ば
十
分
で
し
ょ

》
つ
。

　
思
春
期
以
降
、
子
供
は
ひ
と
り
に

な
り
た
い
と
思
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
空
間
的
に
隔
離
さ
れ
た
場

所
は
必
要
で
す
が
、
子
供
を
い
つ
も

個
室
の
中
に
追
い
込
ん
で
は
な
り
ま

せ
ん
。
家
族
と
と
も
に
い
る
時
間
を

楽
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
雰
囲
気

が
家
庭
に
は
必
要
で
す
。

　
個
室
を
与
え
た
ら
生
活
に
自
立
性

を
も
た
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

掃
除
は
自
分
で
や
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

洗
濯
物
も
自
分
で
持
っ
て
き
た
ら
洗

う
と
い
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
代
わ
り
、
そ
こ
は
子
供
の
部
屋
で

す
か
ら
親
も
入
る
と
き
は
声
を
か
け

る
と
か
、
ノ
ッ
ク
を
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
子
供
の
留
守
の
間
に

入
っ
て
掃
除
す
る
こ
と
も
、
ま
し
て

引
き
出
し
の
中
を
点
検
す
る
こ
と
も

慎
ん
で
く
だ
さ
い
。
子
供
は
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
嫌
い
、
そ
の
こ
と
が
分

か
る
と
親
を
信
じ
な
く
な
り
ま
す
。

　
住
宅
の
事
情
で
個
室
が
与
え
ら
れ

な
い
と
き
は
、
部
屋
の
一
隅
か
廊
下

の
隅
を
カ
ー
テ
ン
で
囲
む
だ
け
で
も

十
分
で
す
。
視
覚
的
に
遮
ら
れ
た
だ

け
で
人
は
落
ち
着
い
た
気
分
に
な
れ

る
の
で
す
。

　
関
東
大
会
に
出
場
す
る

　
　
　
　
川
中
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
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転
作
目
標
面
積
が
内
示

　
十
二
月
二
十
三
日
、
県
か
ら
来
年

度
の
転
作
目
標
面
積
な
ど
が
配
分
内

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
配
分
は
今
年
度
と
同
様
、
二
本
だ

　　　　　　　鱒　　　　　灘舞灘脇舞灘

て
と
な
っ
て
お
り
、
米
需
給
均
衡
化

対
策
で
は
、
配
分
数
量
の
七
割
が
他

用
途
米
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水田農業確立対策

　　　　161．4んα

米需給均衡化緊急対策

　　　　95，900kg
　　　　（面積換算19、4加）

合計180．8加
（63年面積対比0、33％の減少）

　　　　　　　　　　　　金　　　　　　　　　　賃　　　　　　　肇　　　　　頓　　業農

　農業委員会では、今年4月1日
から適用の農業標準賃金を決めま
した。

　これは、あくまでも標準賃金で
す。作業の内容などにより、頼む
人、頼まれる人がお互いに納得の
うえで、対応してください。

　
　
（
一
日
当
た
り
）

　
　
　
円
　
　
　
円

　
0
　
　
0

　
0
　
0

子
O
子
5

男
6
女
5
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＝
＝
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＝
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＝
＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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体
育
指

導
委
員

井
上
さ
ん

全
国
表
彰
を
受
賞

　
十
一
月
十
六
日
、
福
岡
市
で
開
か

れ
た
体
育
指
導
委
員
全
国
大
会
で
、

井
上
真
さ
ん
（
神
社
町
）
が
功
労
者

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
井
上
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
一
年
か

ら
体
育
指
導
委
員
と
し
て
町
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。新

し
い
嘱
託
員
…
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

発
電
所
通
り
西
”
清
水
忠
雄
、
発
電

所
通
り
東
”
田
中
英
雄
、
栄
町
”
押

木
正
登
、
山
野
田
住
宅
”
仲
川
徳
子

県
営
住
宅
”
桃
井
隆
栄
、
朝
日
町
”

高
橋
徳
治
、
上
町
”
高
橋
洋
一
、
中

央
町
”
北
村
栄
作
、
田
中
町
”
南
雲

喜
一
、
神
社
町
”
春
日
敏
夫
、
学
校

町
⊥
・
同
崎
正
弘
、
寺
尾
”
太
田
重
敏

木
島
1
1
和
田
季
司
、
伊
友
”
星
名
賢

一
、
霜
条
”
蔵
品
幸
子
、
塩
辛
”
藤

巻
由
雄
、
野
口
”
村
越
利
雄
、
四
十

歩
”
丸
山
勇
、
下
原
“
田
中
義
勝

　　木i
　り9 　i

　相落i

一馬i2膨ψ
コ俊　　i

　
ふ
た
り
は
同
級
生

ワ
大
学
を
卒
業
後
、
関
東
で
二
年

間
生
活
し
、
一
昨
年
U
タ
ー
ン
し
ま

し
た
。
両
親
か
ら
帰
っ
て
く
る
な
り

「
何
を
お
い
て
も
ま
ず
嫁
さ
ん
だ
ぞ
」

と
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
だ
れ
か
い

　
　
　
　
　
　
　
馨

鋼
翔

11

月
2
3
日
の

　
結
婚
披
露
宴
で

い
人
は
と
見
回
し
た
ら
、
中
学
の
同

級
生
で
保
母
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

り
十
日
町
市
に
就
職
し
、
ア
パ
ー

ト
生
活
を
六
年
間
し
て
い
ま
し
た
。

最
初
は
久
し
ぶ
り
に
仲
間
と
合
っ
た

と
い
う
程
度
の
こ
と
で
し
た
。
何
回

か
会
う
ご
と
に
、
い
ま
ま
で
に
な
い

気
持
ち
に
な
っ
て
、
こ
の
人
な
ら
と

決
め
ま
し
た
。

三
回
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

m
〉
俊
子
は
一
人
娘
で
、
あ
ち
ら
の

両
親
に
反
対
さ
れ
る
の
で
は
と
心
配

も
し
ま
し
た
。
で
も
、
婚
約
を
し
て

新
居
を
建
て
、
挙
式
と
目
標
を
持
つ

と
良
い
方
向
に
進
む
も
の
で
す
ね
。

り
ふ
た
り
の
仕
事
が
忙
し
く
連
休

利
用
の
挙
式
で
し
た
。
彼
と
の
デ
ー

ト
で
二
回
行
っ
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
が
楽
し
く
て
、
新
婚
旅
行
は
一
泊

で
三
度
目
の
浦
安
で
し
た
。

お
正
月
は
三
夫
婦

ワ
家
の
中
が
パ
ー
ッ
と
明
る
く
な

っ
た
と
家
族
は
大
喜
び
で
す
。
祖
父

母
も
元
気
で
、
三
代
夫
婦
が
誕
生
し

ま
し
た
。

り
嫁
さ
ん
業
は
教
え
て
も
ら
っ
て

少
し
ず
つ
覚
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

春
に
な
っ
た
ら
ゆ
っ
く
り
と
し
た
二

回
目
の
ハ
ネ
ム
ー
ン
を
計
画
し
て
い

ま
す
。



診
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けんちん汁の具をきざむコツは？

　　　茶きんの皮を作るのはむずかしいな……

　12月10臼、橘小学校で親子料理教室が開
かれました・この教室には．地区の食生活改
善推進委員と6年生の親子．40人が参加し
ました。

　白の三角きんと、エプロン姿の即席コツク
さんで￥調理室はワイワイ・…・・。

　今日のメニューはパンバーゲステーキ、ミ
ルクのけんちん汁、サツマイモの茶きんの3
種類です。

　お母さんといっしょに作ったパンバーグの
味は……。いかがでしたか。
　参加したみなさんの感想を聞いてみました。
・男の子でも、家でふだんから手伝っている
　のか手際がよくてびっくりしました。
・サツマイモの茶きんが好評でした・さっそ
　く家でも作ります。
・ミルクけんちん汁は、見た感じよりもおい
　しかった。
・はしの持ち方がおかしい子もいたみたい。
・大勢でやるのは楽しいです・ぜひともまた
　開いてほしいと思います・

あ
な
た
の
心
臓
は
元
気
で
す
が

　
成
人
病
の
中
で
も
心
臓
病
は
高
齢

に
な
る
ほ
ど
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。　

町
の
死
亡
原
因
の
う
ち
、
心
臓
病

が
原
因
で
死
亡
し
た
人
の
数
は
、
過

去
四
年
間
で
は
毎
年
段
階
的
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

25人

燃

16人

　62年61

11 人

胴

6059

人
2
5
　
2
0
　
1
5
　
10
　
5
　
0

　
昨
年
、
町
で
実
施
し
た
住
民
検
診

で
は
、
心
臓
に
変
化
が
出
て
い
る
人

が
二
八
○
人
も
い
ま
し
た
。

　
健
康
指
導
を
受
け
た
方
の
中
で
、

自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
と
、
．
そ
の
ま

ま
の
状
態
に
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
。
悪
い
ま
ま
に
し
て
無
理
に
仕

事
を
続
け
て
い
れ
ば
、
そ
の
う
ち
症

状
が
出
て
く
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
心
臓
は
、
そ
の
人
の
に
ぎ
り
こ
ぶ

し
の
大
き
さ
の
筋
肉
で
で
き
て
い
る

臓
器
で
、
血
液
を
全
身
に
循
環
さ
せ

る
大
切
な
ポ
ン
プ
の
働
き
を
し
ま
す
。

こ
の
ポ
ン
プ
が
う
ま
く
働
く
た
め
に

必
要
な
栄
養
素
や
酸
素
は
、
冠
状
動

脈
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
血
管
の

流
れ
を
よ
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
事
な
心
臓
を
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
注
意
で
き

る
こ
と
は
、
①
食
事
②
適
当
な
運

動
③
休
養
④
睡
眠
⑤
検
診

が
あ
り
ま
す
。

　
も
し
も
心
臓
が
自
分
の
力
で
う
ま

く
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
ぺ

ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
い
う
電
池
式
の
器

具
を
鎖
骨
下
の
皮
膚
に
植
え
込
み
、

心
臓
の
リ
ズ
ム
が
自
然
に
動
く
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。
大
切
な
心
臓
を

や
さ
し
く
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
。

　
息
切
れ
や
む
く
み
、
胸
痛
、
ど
う

き
な
ど
の
症
状
は
心
臓
病
を
疑
わ
せ

る
症
状
の
一
つ
で
す
。
早
め
に
医
師

の
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

野菜を十分にとろう

には血圧を安定させるカリ

のほか、繊維など成人病予
果の高い成分が多い

1麟懸囎醸
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葛

斡ザ
鐘
き
．
き
㌧

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

村
越
り
ょ
子
31

喜
多
健
市
6
0

星
名
久
七
6
8

清
水
チ
ョ
68

押木

吉
明
7
6

（
恒
治
）
野
　
口

（
本
人
）
東
善
寺

（
本
人
）
霜
条

（
進
）
下
平
新
田

（
徳
一
）
元
町

田高喜高
中橋多橋

文
平
7
9
（
蔵
作
）
坪
　
山

マ
ヨ
82
（
健
市
）
東
善
寺

フ
サ
83
（
務
）
中
仙
田

福
次
8
6
（
米
作
）
発
電
所
通
り
東

う
ぶ
声
ト
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
ま
み
　
　
旺
　
　
ム
ロ

　
　
　
　
　
ネ
　
　
ヤ
　

江
口
　
麻
美
照
　
美
長
女
小
白
倉

　
　
　
り
．
う
正
　
利

佐
藤
　
　
諒
　
君
子
長
男
山
口
同
原
田

平
野
沙
蟹
鷺
長
女

平
野
蔀
勲
敏
雄
二
女

　
　
　
　
　
　
真
紀
子

酒
井
薦
轡
呼
男

村
山
磁
饗
長
男

　
　
　
も
と
き
　
　
勇

山
口
同
橋
　
基
輝
徳
　
子
二
男

田
中
町

田
中
町

栄
町

高
原
田

神
社
町

新
年
俳
壇

i■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂

太
田
白
南
風
選
獄

〈
特
選
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る

雪
化
粧
せ
し
大
棒
仰
ぎ
初
春
・
　
仁
田
小
幡
し
ん
女

　
　
　
樫
の
細
や
か
な
枝
々
が
新
雪
を
冠
っ
て
清
々
し
い
元
朝
で
あ
る
。

　
　
い
つ
も
見
馴
れ
た
大
樹
の
景
で
あ
る
が
、
新
年
を
迎
え
た
い
ま
一
層
新

　
　
鮮
に
心
を
打
つ
。
雪
の
大
樹
を
見
上
げ
て
新
し
い
年
を
迎
え
た
と
い
う

　
　
切
々
た
る
心
情
に
浸
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

《
推
　
選
〉
．

舞
い
終
え
し
巫
女
の
ほ
ほ
え
み
初
神
楽　
　
上
町

発
電
所
通
り

　
　
三
領

　
　
霜
条

伊
勢
原
市

《
入
選
〉

初
鏡
豊
か
な
髪
を
結
い
上
げ
し

葉
牡
丹
の
や
や
傾
き
し
日
向
か
な

葉
牡
丹
の
薄
日
去
り
ゆ
く
早
さ
か
な

葉
牡
丹
の
上
薄
ら
雪
ふ
っ
く
ら
と

高
橋

小
川

水
品

星
名

金
子

讐晃律享覆

妻
㎏

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

悔
ゆ
こ
と
の
二
一
二
は
残
り
年
送
る

寒
風
に
赤
き
幟
の
初
荷
か
な

　
　
　
　
　
　
仁
田
秦
野
　
麦
生

葉
牡
丹
の
色
鮮
や
か
に
ち
ぢ
む
渦

書
初
を
社
殿
に
納
め
合
掌
す

　
　
　
　
　
　
小
脇
佐
藤
信
一

小
さ
き
手
の
孫
太
々
と
書
初
す

八
十
歳
母
千
金
の
初
笑

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

葉
牡
丹
や
調
剤
室
の
午
後
静
か

八
十
の
老
の
力
の
吉
書
か
な

　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

文
字
書
け
る
喜
び
孫
の
初
賀
状

葉
牡
丹
の
色
と
り
ど
り
の
渦
を
巻
き

　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
小
林
た
み
い

葉
牡
丹
の
色
し
て
光
り
雪
雫

色
た
が
え
つ
つ
葉
牡
丹
の
渦
深
む

　
　
　
　
十
日
町
市
　
山
賀
　
芹
子

杉
鉾
の
け
ぶ
る
お
降
り
音
も
な
く

日
を
溜
め
て
葉
牡
丹
の
色
こ
ま
や
か
に

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

書
き
初
め
の
墨
た
っ
ぷ
り
と
磨
り
に
け
り

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

葉
牡
丹
の
尊
き
白
を
選
び
け
り

　
　
　
　
下
平
新
田
　
沢
口
美
江
子

葉
牡
丹
の
鉢
店
先
に
客
を
呼
び

　
　
　
　
　
中
島
町
相
沢
鈴
江

子
も
一
人
増
え
て
め
で
た
き
賀
状
か
な

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

葉
牡
丹
や
家
族
和
め
る
冬
座
敷

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
濤

筆
始
め
畳
つ
め
た
く
座
り
け
り

　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

葉
牡
丹
を
床
に
置
き
た
る
祝
事

　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

還
暦
を
祝
い
迎
え
る
年
の
膳

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

村
中
の
十
四
五
人
の
年
始
会

　
　
　
　
　
枚
方
市
　
和
田
み
の
る

書
初
の
般
若
心
経
つ
つ
し
み
て

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

還
暦
と
二
文
字
大
き
く
書
初
す

　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

若
水
や
汲
取
る
行
事
今
は
な
く

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

葉
牡
丹
の
一
と
襲
ご
と
の
濃
紫

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

葉
牡
丹
の
紅
深
き
色
を
巻
く

　
　
　
　
　
　
木
落
　
田
口
　
梅
野

雪
山
の
遠
く
連
な
り
冬
景
色

　
　
　
　
新
町
新
田
　
渡
貫
　
信
治

朝
ま
だ
き
羽
ば
た
く
き
じ
に
雪
白
し

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

書
初
の
古
稀
と
い
う
字
を
書
き
に
け
り

　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

年
新
た
タ
ン
ス
の
中
の
着
物
着
て

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

元
日
の
賀
状
を
囲
む
炬
燵
か
な

　
　
　
　
新
町
新
田
　
井
川
　
　
亘

友
と
来
て
出
湯
の
宿
の
雪
見
酒

　
　
　
　
　
　
仙
田
　
　
無
　
　
名

筆
始
め
心
経
写
し
お
仏
前

　
選
者
近
詠

重
畳
と
越
の
山
々
初
御
空

初
明
り
し
て
山
々
の
か
ぎ
ろ
へ
る

ま
ろ
や
か
に
雪
山
重
ね
初
あ
か
ね

遙
か
な
る
雪
の
連
山
恵
方
と
す

葉
牡
丹
の
濃
き
紫
の
渦
の
芯

＞


